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「
地
域
の
活
性
化
を

合
言
葉
に
」

　

国
（
旧
自
治
省
）
の
「
若
者

定
住
促
進
等
緊
急
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
指
定
を
受
け
、
地
場

産
業
の
振
興
、
地
域
間
の
交

流
、
情
報
交
換
の
拠
点
を
目
的

に
、
平
成
9
年
１０
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
「
ふ
る
さ
と
味
来
館
」

総
事
業
費
4
・
4
億
円
余
。
手

打
ち
そ
ば
の
提
供
は
村
民
の
皆

さ
ん
よ
く
ご
存
じ
の
通
り
。
他

に
、
５０
畳
を
超
え
る
和
室
の
大

広
間
や
会
議
室
。
地
域
の
情
報

や
意
見
交
換
に
便
利
な
談
話
室

な
ど
が
あ
り
、
地
区
内
外
の
会

合
に
一
年
を
通
し
て
利
用
で
き

る
設
備
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
２０
周
年
。

　

観
光
客
が
ど
こ
の
施
設
で
も

に
ぎ
わ
っ
た
平
成
１５
年
頃
ま
で

と
比
べ
れ
ば
ず
い
ぶ
ん
少
な
く

な
っ
た
と
は
言
え
、
国
道
沿
い

で
も
な
い
山
間
の
地
に
、
8
千

人
か
ら
1
万
人
の
人
が
毎
年
訪

れ
て
い
ま
す
。

　

地
元
従
業
員
の
素
朴
で
温
か

い
も
て
な
し
と
、
打
ち
た
て
そ

ば
は
評
価
が
高
く
、
村
内
外
か

ら
定
期
的
に
訪
れ
る
方
が
多
い

の
が
特
徴
。

　

村
内
の
各
種
団
体
の
利
用
も

多
く
、
会
議
と
食
事
が
一
緒
に

で
き
る
の
で
と
て
も
便
利
と
の

評
価
。

あ
の
時

サミット

巻
頭
特
集

巻
頭
特
集

　

四
ヶ
村
地
区
の
中
心
に
位
置

す
る
こ
の
施
設
。「
四
ヶ
村
の

棚
田
」
を
訪
れ
る
方
々
は
も
ち

ろ
ん
、
肘
折
温
泉
を
起
点
に
し

た
観
光
客
の
利
用
も
多
く
、
夏

に
開
催
さ
れ
る
「
棚
田
ほ
た
る

火
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
中
核
と
し

て
、
無
く
て
は
な
ら
な
い
施
設

と
言
え
ま
す
。

　

地
域
の
様
々
な
活
動
の
拠
点

と
し
て
の
機
能
も
合
わ
せ
、
こ

れ
か
ら
も
長
く
訪
れ
る
方
々
に

満
足
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
さ

ら
に
充
実
さ
て
い
く
べ
き
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
村
民
の
皆
様
に
気
軽

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

一
番
で
す
ね
。

　

ご
意
見
、
ご
提
案
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

　

「
棚
田
百
選
」
と
は
、
平
成
11
年
に
農
水
省
が
全
国
1
1
7
市

町
村
か
ら
、
1
3
4
地
区
の
素
晴
ら
し
い
景
観
の
棚
田
を
選
定
し

た
も
の
。
そ
の
百
選
の
棚
田
の
中
で
も
、

一
枚
の
他
の
大
き
さ
や
全
体
の
面
積
で

日
本
一
の
ス
ケ
ー
ル
な
の
が
「
四
ヶ
村

の
棚
田
」。
小
さ
い
（
か
わ
い
い
）
規

模
の
棚
田
に
対
し
、
住
民
の
暮
ら
し
そ

の
も
の
に
直
結
す
る
１
２
０
ha
を
超
え

る
面
積
。
す
べ
て
の
棚
田
に
大
型
機
械

が
。
ま
さ
に
日
本
一
！

そ
し
て
今

こ
れ
か
ら

　2020年、そう、東京オリンピック開催の年に、
この「四ヶ村の棚田」を中心に『第26回全国棚田(千
枚田)サミットの開催を決定。
　国土の保全や生物多様性をはじめ、棚田の多面的
機能、農村と都市との交流、素晴らしい景観の継承等、
様々なテーマで意見が交わされる…
　全国の棚田に関わるたくさんの人達が、この大蔵
村に集うのです。
　オリンピックと棚田サミット。とても楽しい年に
なりそうですね！

日
本
一
で
っ
か
い
、
四
ヶ
村
の
棚
田

全
国

TANADA｜SENMAIDA｜SUMMIT

千
枚
田棚田

ふ
る
さ
と
工
房
味
来
館

（
そ
ば
部
門
）

●
年
間
売
上
高
約
一
千
万
円

●
地
元
従
業
員
6
名
で
運
営
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館内に毎年飾るみづきづけ

8月のほたる火コンサート

そば打ち体験 大広間での会食

大
蔵
村
の
公
共
の
施
設
運
営
に
つ
い
て
、当
時
を
振
り
返
り
な
が
ら
、こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

「
第
二
回
目
は
」

「
あ
の
時  

～  

そ
し
て  

～  

こ
れ
か
ら
」

巻頭特集【
ふ
る
さ
と
味
来
館
】と《
四
ヶ
村
の
棚
田
》



平成28年度 決算、可決認定平成28年度 決算、可決認定
9
月
定
例
会

9
月
定
例
会

9月
定例会

農産物加工場建設、水力発電事業前進!
　
平
成
28
年
度
決
算
審
査
を
中
心
と
す
る
9
月
定
例

会
が
、
9
月
5
日
か
ら
8
日
の
4
日
間
の
会
期
で
行

わ
れ
、
平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
（
8
会

計
）
の
決
算
審
査
の
他
、平
成
29
年
度
専
決
処
分
予
算
、

補
正
予
算
、
教
育
委
員
の
任
命
等
の
議
案
を
可
決
･

認
定
。
議
案
審
議
に
先
立
ち
5
名
の
一
般
質
問
が
行
わ

れ
、
執
行
部
と
活
発
な
議
論
を
交
え
ま
し
た
。

問　

固
定
資
産
税
の
う
ち
収
入

未
済
に
な
る
内
訳
は
?

答　

法
に
5
年
の
時
効
制
度
が

あ
る
。
又
、
住
所
不
明
の
者

や
生
活
が
困
窮
で
支
払
い
が

出
来
な
い
者
等

歳
　
出
　	

問　

ふ
る
さ
と
人
材
育
成
研
修

事
業
の
内
容
は
？

答　

京
都
府
と
島
根
県
で
研
修

し
た
。5
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

問　

結
婚
相
談
所
の
経
過
は
？

答　

一
年
を
通
し
て
活
動
し
て

お
り
、
相
談
者
は
男
性
２１
名
、

女
性
１4
名
、
そ
の
他
見
合
い

が
１０
件
あ
っ
た
。

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
者
は
何
名
い
る
か
。

答　

全
件
数
で
3
1
8
件
、
そ

の
内
実
際
交
付
し
た
の
は

2
7
2
件
。

問　

資
格
取
得
補
助
金
の
実
績

は
?

答　

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
大

型
農
機
等
を
運
転
す
る
大
型

特
殊
免
許
、
ト
レ
ー
ラ
ー
等

の
牽
引
免
許
取
得
に
対
し
て

の
申
請
が
主
。
７１
件
分
の
補

助
を
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
、

ク
レ
ー
ン
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
等
も
あ
る
。

問　

現
代
版
湯
治
場
創
生
事
業

と
は
。

答　

肘
折
温
泉
の
湯
治
の
魅

力
・
誘
客
・
地
震
や
災
害
の

際
、
一
時
的
な
避
難
場
所
に

す
る
等
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
し
、
J
R
や
公
共
施
設
、

仙
台
圏
な
ど
に
配
布
し
て
い

る
。

問　

「
ひ
じ
お
り
の
灯
」
事
業

費
補
助
金
と
は
。

答　

主
に
灯
篭
の
制
作
で
、
現

在
３０
基
ほ
ど
有
り
、
毎
年
7

基
ほ
ど
制
作
し
て
い
る
。
こ

の
事
業
に
は
温
泉
組
合
、
芸

工
大
が
取
り
組
ん
で
い
る
。

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
　	

問　

歳
入
と
歳
出
差
額
が
1
，

7
0
0
万
円
あ
る
が
、
こ
の

分
を
被
保
険
者
に
還
元
で
き

な
い
の
か
。
ま
た
、
今
後
保

険
税
が
上
が
る
こ
と
は
な
い

の
か
。

答　

来
年
か
ら
山
形
県
一
本
化

に
な
る
が
保
険
税
等
は
現
在

調
整
中
。
村
は
、
高
齢
者
や

所
得
の
高
い
被
保
険
者
が
多

い
た
め
、
保
険
税
が
上
が
る

場
合
も
予
想
さ
れ
る
。

公
共
下
水
道
事
業
　	

問　

加
入
率
は
何
％
か
。
ま
た
、

加
入
率
ア
ッ
プ
へ
の
手
立
て
、

利
用
者
の
苦
情
な
ど
は
な
い

か
。

答　

加
入
率
は
全
体
で
８０
・
5

％
。
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

と
併
せ
て
の
整
備
を
お
願
い

し
て
い
る
。
ま
た
、
臭
い
や

そ
の
他
の
苦
情
は
な
い
。

へ
き
地
診
療
所
　	

問　

医
療
費
収
入
が
予
算
よ
り

6
0
0
万
円
減
少
し
て
い
る

が
そ
の
要
因
は
。

答　

医
療
改
革
で
薬
の
処
方
が

外
注
に
な
り
、
ま
た
高
齢
者

や
軽
症
患
者
に
は
薬
の
長
期

投
与
を
実
施
し
て
お
り
、
通

院
回
数
が
減
っ
た
こ
と
も
収

入
減
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

問　

歯
科
の
訪
問
診
療
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

答　

翠
明
荘
で
２4
名
の
治
療
を

実
施
し
て
い
る
。
そ
の
他
2

名
の
在
宅
者
に
対
し
て
治
療

を
実
施
し
て
い
る
。

介
護
保
険
　	
問　

保
険
料
の
納
付
額
が

6
7
0
0
万
円
余
り
。
今
後

の
保
険
料
の
方
向
性
は
？

答　

保
険
給
付
費
が
右
肩
上
が

り
で
あ
り
、
現
在
３０
年
度
以

降
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
が
、

上
げ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
。

平
成
28
年
度
決
算
審
査

特
別
委
員
会

一
般
会
計

歳
　
入
　	

問　

入
湯
税
の
課
税
人
数
の
基

本
は
?

答　

一
泊
に
つ
い
て
一
人
と
数

え
る
。

問　

今
年
か
ら
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
取
り
扱
い
業
務
を
ふ
る

さ
と
公
社
に
委
託
す
る
こ
と

に
な
っ
た
が
、
内
容
は
?

答　

寄
付
金
額
の
5
％
を
手
数

料
と
し
て
払
う
。
ま
た
、
郵

送
料
は
村
で
負
担
。

専
決
処
分

●
平
成
２９
年
度
補
正
（
一
般
会

計
）

　

「
民
有
林
道
災
害
復
旧
費
」

平
成
28
年
度
決
算

●
一
般
会
計
の
他
、
８
特
別
会

計
「
決
算
審
査
を
通
し
て
可
決
」

平
成
29
年
度
補
正
予
算

●
一
般
会
計
の
他
、
3
特
別
会

計
を
審
査

「
地
方
交
付
税
や
国
庫
補
助

金
の
確
定
。
過
疎
債
の
決
定
、

事
業
の
確
定
等
。」

陳
情
の
審
査

●
全
国
森
林
環
境
税
の
創
設
に

関
す
る
陳
情
を
審
査

「
国
に
意
見
書
の
提
出
決
定
」

人
事
案
件

●
教
育
委
員
会
委
員
を
任
命
し

ま
し
た
。

☆
林　

文
枝
氏
（
塩
・
再
任
）
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平成29年度補正予算

前回、おおくら議会だより第112号3ページ掲載の表、注釈に誤りがありましたのでお詫びして訂正いたし
ます。①肘折振興㈱は、肘折温泉郷振興㈱へ、②「当初は第３セクター、現在は指定管理者制で運営を公募…」
とあるところ、現在も第３セクターであるため、「当初は」との文言を削除します。

「訂正」

9
月
定
例
会

平成29年度補正予算
補正額 総　　額 主な補正内容

① 一 般 会 計 4800万円 42億 570万円 地方交付税の確定、地方債の変更等

② 国 保 会 計 ▲480万円 ５億3780万円 事業費の確定に伴うもの

③ 簡 易 水 道 550万円 3億 883万円 工事費の増額

④ 介 護 保 険 1368万円 4億1142万円 事業費の確定に伴うもの
一
般
質
問

農産物加工場関連予算確定、
工事着工～来春操業へ

陳 情 者　全国森林環境税創設促進議員連盟　会長　板垣一徳（新潟県村上市）

主な内容　【市町村が主体となって実施する森林整備等に必要な財源を充てるため、個人住民税均
等割の枠組みの活用を含め都市・地方を通じて国民に等しく負担を求めることを基本と
する森林環境税の創設に関し、早期導入を求める】

意見書の提出先　内閣総理大臣他5関係大臣、衆参両院議長

「全国森林環境税の創設に関する意見書提出」
に関する陳情を採択

一 般 　 質 問

おおくら  議会だより　第113号7 6おおくら  議会だより　第113号 おおくら  議会だより　第113号

９月
定例議会

一般質問村政を問う
ここが知りたい

5議員が一般質問

一般質問とは？
村政全般に対し議員が質問し、意見を述べ村政をただし
ていくもので、大蔵村では１議員の持ち時間が4５分です。

早坂　民奈 議員

〇新庄―肘折線の村営バス運行時刻の再考を！

佐藤　雅之 議員

〇「村民目安箱」の設置を！
〇住民目線で高い国民健康保険税の引き下げを！

八鍬　信一 議員

〇初期消火活動のあり方は？

加藤　忠己 議員

〇（白須賀・新墓）墓地道路整備の考えは？

長南　正一 議員

〇（大蔵小中学校）校旗の新調を期待する

11P8P

12P9P

10P

9月4日から大蔵村営バス、肘折ゆけむり
ライン、おおくらくん1号、2号が本格始
動しました。

（写真は9月4日の出発式）



一
般
質
問

一
般
質
問

一 般 　 質 問一 般 　 質 問
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問
1　

村
の
政
策
づ
く
り
や
日

常
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

行
政
に
は
「
説
明
責
任
」
が
あ

る
。
議
会
を
通
じ
て
住
民
へ
の

説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
る
が
、

議
会
制
度
に
は
様
々
な
制
約
も

あ
る
。
議
会
制
度
を
補
完
す
る

観
点
か
ら
、
住
民
の
意
見
を
日

常
的
に
受
け
付
け
、
理
由
を
付

し
て
行
政
が
何
ら
か
の
回
答
を

し
、
そ
れ
を
公
開
す
る
「
住
民

目
安
箱
」（
仮
称
）の
設
置
を
提

案
し
た
い
。
ま
た
、
匿
名
の
意

見
等
も
一
定
の
条
件
の
も
と
に

原
則
公
開
と
し
て
は
ど
う
か
。

答
1　

村
政
運
営
の
基
本
姿
勢

は
、
一
貫
し
て
「
直
接
対
話
に

よ
る
住
民
総
参
加
の
村
政
」
を

掲
げ
て
き
た
。
本
音
で
語
り
合

う
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
村
民

の
意
見
や
提
言
を
村
づ
く
り
の

ベ
ー
ス
と
し
て
き
た
。
各
地
区

で
村
政
座
談
会
を
開
催
し
皆
様

の
考
え
を
賜
っ
て
い
る
。

　
「
村
民
目
安
箱
の
設
置
を
」

と
の
提
案
だ
が
、
今
の
所
設
置

は
必
要
な
い
と
考
え
る
。

　

日
頃
か
ら
職
員
に
は
電
話
や

窓
口
で
の
相
談
は
、
村
民
の
側

に
立
っ
て
懇
切
丁
寧
に
対
応
し
、

問　

白
須
賀
地
区
の
西
側
、
翠

明
荘
の
裏
側
を
通
る
国
道

4
5
8
号
線
第
3
期
区
間
、
白

須
賀
・
上
竹
野
地
区
の
工
事
が

現
在
行
わ
れ
て
い
る
。

　

本
来
こ
の
区
間
の
工
事
は
、

平
成
27
年
度
が
完
成
予
定
だ
っ

た
。
し
か
し
、
軟
弱
地
盤
の
改

良
工
事
と
遺
跡
の
発
掘
調
査
の

た
め
約
4
年
間
工
事
の
遅
れ
が

生
じ
て
い
る
。
県
の
説
明
で
は

道
路
の
供
用
開
始
は
平
成
31
年

度
と
な
っ
て
い
る
。

　

白
須
賀
地
区
の
墓
地（
新
墓
）

に
行
く
道
路
が
あ
る
が
、
こ
の

国
道
4
5
8
号
線
工
事
に
か
か

わ
る
取
り
付
け
道
路
と
な
っ
て

い
る
た
め
一
般
の
車
両
は
乗
り

入
れ
が
で
き
ず
、
新
し
く
墓
を

建
て
る
の
も
困
難
な
状
況
。

　

ま
た
、
こ
の
道
路
は
坂
道
で

壁
土
の
た
め
雨
が
降
れ
ば
道
路

の
状
態
が
非
常
に
悪
く
な
る
。

こ
こ
は
「
私
道
」
で
は
あ
る
が

公
共
性
が
高
い
。
将
来
の
こ
と

を
考
え
行
政
と
し
て
整
備
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
？

「
村
民
目
安
箱
」
の
設
置
を
！

村
長  

目
安
箱
で
は
な
く
、「
直
接

　
　

対
話
」
で

墓
地
道
路
整
備
の
考
え
方
は
？

村
長  

村
の
地
域
活
性
化
補
助
金
の

　
　

活
用
も

私
に
報
告
す
る
よ
う
指
導
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
地
区
代
表
の
力
は
大

変
大
き
い
。
地
域
の
課
題
を
拾

い
上
げ
、
行
政
と
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
パ
イ
プ
役
と
な
っ
て

い
て
非
常
に
心
強
い
。

問
2　

村
政
座
談
会
で
の
意
見

や
地
区
代
表
ら
の
役
割
を
否
定

す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、

様
々
な
事
情
で
「
公
の
場
」
に

出
て
来
ら
れ
な
い
人
や
周
囲
に

遠
慮
し
て
思
っ
て
い
る
こ
と
を

な
か
な
か
言
い
出
せ
な
い
村
民

が
い
る
の
も
事
実
。
そ
う
い
っ

た
意
見
に
も
耳
を
傾
け
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
を
作
る
べ
き
。

答　

国
道
４
５
８
号
第
３
期
区

間
、
白
須
賀
・
上
竹
野
間
は
、

当
初
の
計
画
で
は
平
成
２７
年
度

に
事
業
が
完
了
す
る
予
定
で
あ

っ
た
が
、
大
蔵
橋
側
の
盛
土
区

間
が
最
上
川
の
沖
積
土
で
軟
弱

で
あ
っ
た
た
め
地
盤
改
良
が
必

要
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
上
竹
野

地
区
の
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

な
ど
か
ら
、
平
成
３1
年
度
の
完

成
予
定
と
な
っ
た
。

　

白
須
賀
地
区
の
墓
地
、
通

称
「
新
墓
」
に
つ
い
て
は
、
国

道
工
事
で
現
在
「
掘
割
」
に
し

て
い
る
た
め
、
車
で
の
乗
り
入

れ
は
で
き
な
い
状
況
で
仮
設
の

階
段
を
設
置
し
て
い
る
。
仮
設

の
階
段
に
つ
い
て
は
、
設
置
し

て
か
ら
既
に
３
年
を
経
過
し
て

お
り
、「
お
墓
を
新
設
し
た
い
」

と
い
っ
た
相
談
も
受
け
て
い
る
。

間
も
な
く
大
蔵
橋
側
の
盛
土
工

事
が
完
了
す
る
。
全
て
の
盛
土

が
完
了
し
た
際
は
、
現
在
の
墓

地
道
路
に
取
り
付
け
で
き
る
の

で
、
も
う
し
ば
ら
く
待
っ
て
ほ

し
い
。

　

お
墓
に
通
じ
る
道
路
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
当
初
か
ら
墓
地

道
路
の
整
備
は
計
画
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
県
か
ら
は
良
い
回

答
を
得
て
い
な
い
。

　

寺
院
が
所
有
す
る
墓
地
を
村

で
整
備
す
る
こ
と
は
困
難
。
地

元
が
生
活
道
路
と
位
置
付
け
て

大
蔵
村
地
域
活
性
化
推
進
事
業

補
助
金
の
活
用
に
つ
い
て
も
再

考
し
て
は
ど
う
か
。

問　

来
年
度
か
ら
国
民
健
康
保

険
制
度
は
大
き
く
変
わ
り
運
営

主
は
山
形
県
に
な
る
。
現
在
で

も
納
税
者
で
あ
る
住
民
の
重
税

感
は
強
い
。
家
計
の
資
金
繰
り

を
度
外
視
し
た
均
等
割
り
や
平

等
割
な
ど
が
あ
り
、住
民
の「
支

払
い
能
力
」
と
の
均
衡
を
著
し

く
欠
い
て
い
る
。
高
齢
化
の
中
、

医
療
費
の
財
政
状
況
が
重
視
さ

れ
る
が
、
重
税
に
よ
る
地
域
経

済
へ
の
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
緩

和
す
る
視
点
や
「
自
助
努
力
」

に
偏
り
す
ぎ
な
い
、
社
会
保
障

と
し
て
の
国
保
の
機
能
に
も
注

目
し
、
値
上
げ
を
抑
え
る
考
え

は
あ
る
か
？

答　

国
保
の
財
政
運
営
及
び
事

業
運
営
の
両
面
に
わ
た
る
抜
本

的
な
改
革
が
急
務
。
現
在
も
、

保
険
税
率
の
算
定
に
あ
た
っ
て

は
、
所
得
状
況
等
も
勘
案
し
て

い
る
。

　
「
低
所
得
者
」
に
加
え
「
中

間
層
」
の
国
保
税
の
負
担
緩
和

に
よ
り
、
地
域
経
済
へ
の
プ
ラ

ス
効
果
を
も
た
ら
す
と
の
視
点

は
理
解
す
る
。
村
民
の
「
国
保

税
額
が
高
い
」
と
の
声
に
は
切

実
な
思
い
を
感
じ
る
。
し
か
し
、

現
行
制
度
上
し
か
た
が
な
い
。

　

制
度
が
抱
え
る
構
造
的
な
問

題
を
解
決
す
る
た
め
改
革
が
現

在
進
め
ら
れ
て
い
る
。
平
成
３０

年
度
か
ら
公
費
に
よ
る
財
政
支

援
の
拡
充
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

医
療
費
の
適
正
化
や
保
険
税
の

収
納
率
向
上
な
ど
が
一
層
求
め

ら
れ
る
。
国
、
県
の
動
向
を
踏

ま
え
適
切
な
税
率
設
定
、
事
業

運
営
に
努
め
た
い
。

　

国
や
県
か
ら
の
公
費
に
よ
る

財
政
支
援
の
拡
充
に
つ
い
て
も

こ
れ
ま
で
以
上

に
力
強
く
要
望

し
て
い
く
。

佐
藤
　
雅
之 

議
員

加
藤
　
忠
己 

議
員

住
民
目
線
で
高
い
国
民
健
康
保
険

税
引
き
下
げ
を
!

村
長  

国
や
県
か
ら
の
財
政
支
援
の
拡

　
　

充
を
さ
ら
に
強
く
要
望
す
る
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考
え
、
学
校
施
設
の
充
実
、
学

習
環
境
の
整
備
、
登
下
校
時
の

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
の
拡
充
、

制
服
、
校
歌
は
新
し
く
し
た
が
、

校
名
、
校
章
、
校
旗
は
そ
の
ま

ま
使
用
し
て
い
る
。

　

校
旗
の
新
調
で
す
が
、
現
在

の
校
旗
は
制
作
か
ら
、
相
当
の

年
月
が
経
過
し
、
生
地
等
の
破

損
も
著
し
く
な
っ
て
い
る
。
校

旗
は
学
校
の
象
徴
、
誇
り
を
示

す
も
の
で
あ
り
、
児
童
生
徒
、

教
職
員
は
勿
論
、
村
民
全
て
が

学
校
を
支
え
あ
お
う
と
す
る
想

い
が
深
く
込
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
意
味
合
い
か
ら
、
来

年
統
合
１０
年
の
節
目
を
迎
え
る

に
当
た
り
、
記
念
行
事
の
一
環

と
し
て
、
時
宜
を
得
た
取
り
組

み
の
一
つ
で
は
な
い
か
。
校
旗

新
調
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
検

討
を
村
と
教
育
委
員
会
で
進
め

て
行
く
。

問
2　

新
調
の
時
期
、
方
向

は
？

答
２　

具
体
的
な
こ
と
は
、
教

育
委
員
会
と
検
討
し
て
ゆ
く
。

教
育
長　

新
調
す
る
に
あ
た
り
、

期
間
は
必
要
で
あ
る
。
又
お
披

露
目
は
全
校
、
保
護
者
、
地
域

の
方
々
が
参
集
す
る
時
期
に
し

た
い
。

長
南
　
正
一 

議
員

問
１　

小
学
校
、
中
学
校
と
も

に
、
来
年
度
で
10
年
目
を
迎
え

る
。

　

平
成
16
年
の
統
合
検
討
委
員

会
立
ち
上
げ
か
ら
準
備
と
体
験

交
流
を
重
ね
、
児
童
・
生
徒
と

保
護
者
の
不
安
を
払
拭
し
、
新

生
大
蔵
小
学
校
、
中
学
校
と
し

て
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
新
た
な

歴
史
を
刻
ん
で
い
る
。
学
校
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
校
旗
が
、
本

来
な
ら
統
合
の
際
に
新
調
す
べ

き
を
、
そ
の
ま
ま
使
用
し
、
傷

み
も
激
し
く
、
修
繕
に
も
多
額

の
費
用
が
必
要
と
な
る
。
そ
こ

で
、
来
年
統
合
10
周
年
に
向
け
、

新
調
が
必
要
と
思
う
が
、
村
長

の
考
え
は
ど
う
か
。

答
１　

平
成
２１
年
4
月
に
小
、

中
学
校
共
に
、
村
内
1
校
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
て
以
来
、
順
調

に
学
校
運
営
が
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
も
５
年
に
及
ぶ
周

到
な
検
討
、
準
備
と
共
に
、
教

職
員
の
ご
努
力
と
、
保
護
者
、

地
域
の
方
々
の
ご
理
解
、
協
力

に
よ
る
も
の
と
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
統
合
に
向
け
て
は
、
児

童
・
生
徒
の
安
全
で
安
心
な
学

校
生
活
を
送
る
こ
と
を
第
一
に

校
旗
の
新
調
を
期
待
す
る

村
長  

来
年
度
に
向
け
、
村
と
教
育

　
　

委
員
会
で
検
討

新
庄
―
肘
折
線
の
バ
ス
運
行
時
刻

の
再
考
を

村
長  

利
用
者
の
声
に
応
え
て
行
く

早
坂
　
民
奈 

議
員

は
、
新
幹
線
や
仙
台
行
き
バ
ス

と
接
続
す
る
。
ダ
イ
ヤ
の
決
定

は
、
保
育
所
、
診
療
所
等
の
利

用
状
況
、
肘
折
地
区
の
要
望
等
、

調
整
を
図
り
な
が
ら
、
村
の
地

域
公
共
交
通
会
議
に
諮
り
、
意

見
を
踏
ま
え
て
決
め
た
。
不
具

合
が
見
え
て
来
た
の
で
あ
れ
ば
、

村
民
が
利
用
し
や
す
い
体
系
に

微
調
整
し
な
が
ら
改
正
す
る
こ

と
も
必
要
。
し
か
し
、
何
分
か

早
め
れ
ば
、
既
利
用
者
の
生
活

ス
タ
イ
ル
に
も
影
響
を
及
ぼ
し

か
ね
ず
、
ど
ち
ら
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
る
か
難
し
い
。
利
用
者

の
混
乱
を
招
か
ぬ
よ
う
、
従
来

の
時
刻
に
し
た
。
時
刻
に
限
ら

ず
様
々
な
利
用
者
の
声
に
応
え

て
こ
そ
が
村
営
バ
ス
の
大
切
な

使
命
で
も
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
、

バ
ス
利
用
推
進
委
員
会
、
村
地

域
公
共
交
通
会
議
に
諮
り
な
が

ら
、
見
直
し
や
工
夫
を
重
ね
、

利
便
性
を
高
め
な
が
ら
利
用
者

の
拡
大
、
福
祉
の
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

問
2　

山
形
の
病
院
に
通
院
し

て
い
る
方
が
、
朝
早
い
電
車
に

数
分
で
間
に
合
わ
な
い
。
研
修
、

会
議
等
で
も
同
じ
で
あ
る
。
運

転
も
出
来
ず
、
人
に
頼
む
し
か

な
い
が
、
朝
早
い
の
で
頼
み
難

い
。

答
2　

数
分
で
も
、
移
動
、
年

齢
を
考
慮
す
れ
ば
１０
分
以
上
早

く
な
る
。
既
利
用
者
を
考
え
る

と
難
し
い
。

問
1　

利
用
者
か
ら
は
運
賃
も

安
く
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も
や
さ
し

い
と
概
ね
好
評
を
得
て
い
る
。

反
面
、
運
行
時
刻
が
利
用
し
に

く
い
と
の
声
も
あ
る
。
例
え
ば
、

J
R
の
連
絡
が
悪
い
。
身
近
な

役
場
、
新
庄
地
区
だ
け
が
乗
車

の
目
的
で
は
な
く
、
山
形
方
面

の
学
校
、
病
院
、
研
修
等
、
多

種
に
わ
た
り
有
る
。
肘
折
行
き

最
終
が
18
時
で
は
通
学
に
早
す

ぎ
る
。
以
前
20
時
の
清
水
行
き

が
あ
り
、
便
利
で
あ
っ
た
。
利

用
状
況
も
微
増
と
の
報
告
を
受

け
た
が
、
利
用
者
側
に
立
っ
た

運
行
時
刻
を
把
握
し
て
い
る
の

か
。
交
通
弱
者
だ
け
で
な
く
、

利
便
性
の
あ
る
運
行
時
刻
で
利

用
者
を
増
や
す
た
め
に
も
、
時

刻
の
再
考
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

答
1　

「
肘
折
温
泉
―
新
庄
」

線
は
事
故
も
な
く
順
調
に
運
行

し
て
い
る
。
現
行
の
山
交
バ
ス

の
便
数
を
確
保
し
な
が
ら
、
生

活
路
線
と
し
て
の
重
要
性
と
肘

折
温
泉
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
向
上

性
を
考
慮
し
た
ダ
イ
ヤ
を
組
ん

で
い
る
。
朝
の
２
便
と
夕
方
１

便
は
通
学
、
通
勤
、
保
育
所

の
通
園
を
考
慮
し
た
。
日
中

大蔵小学校　校旗

大蔵中学校　校旗
村バスを利用する園児
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「教育研究の拠点」主な事業内容

編集部特集
「最上広域市町村圏事務組合」

の事業紹介⑤

プラネタリウムが
見れるとこ！

教育研究センター
開所から
45年

一
般
質
問

編
集
部
特
集

☆理科教育
　教員向けの理科講座を開催。理科器材の貸
出や教員への授業改善の指導助言も。
☆算数・数学教育

　平成28年より、算数・数学の授業改善のた
めに学校を訪問し指導助言を実施。子供たちに、
今一番大切な教科の支援を行っています。

☆科学教育
「最上少年少女発明クラブ」「おもしろ科学体
験」「わくわく科学出前教室」等、子どもの科
学する心を育む活動を展開。
☆天文教育

　皆さんご存知の「プラネタリウム」。子供た
ちの学習の他に一般公開や観望会も定期的に
開催。ぜひご覧あれ。

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
◦

←
金
山
町

新
庄
市
内
→

◦JA
リンゴ屋◦

昭和

泉田

赤
坂

山形航空電子◦

←真室川町

←泉田駅

ロ
ー
ソ
ン
◦

教育研究センター

319

58
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治
消
防
が
担
う
重
要
性
を
認
識

し
、
団
員
確
保
と
併
せ
機
能
別

消
防
団
の
創
設
検
討
と
、
消
防

団
活
動
の
更
な
る
強
化
に
努
力

し
て
行
き
た
い
。

問
2　

分
団
長
判
断
で
出
動
で

き
る
と
の
こ
と
だ
が
、
団
員
は

周
知
し
て
い
な
い
と
の
話
も
聞

い
て
い
る
が
。

　

ま
た
、
予
備
消
防
団
を
設
置

し
、
村
災
害
補
償
条
例
も
制
定

さ
れ
て
い
る
が
、
な
ぜ
ポ
ン
プ

操
作
に
よ
る
消
火
活
動
が
で
き

な
い
の
か
。

　

予
備
消
防
団
の
中
に
は
消
防

Ｏ
Ｂ
や
経
験
者
も
多
く
、
ポ
ン

プ
操
作
に
つ
い
て
は
何
ら
問
題

な
い
は
ず
で
、
緊
急
時
の
大
き

な
戦
力
に
な
る
と
思
う
が
。

答
２　

出
動
要
項
に
つ
い
て
は

ポ
ン
プ
庫
に
紙
面
で
掲
示
し
て

い
る
が
、
今
後
、
さ
ら
に
徹
底

し
た
い
。

　

予
備
消
防
団
は
正
規
の
消
防

団
と
災
害
補
償
規
定
の
違
い
か

ら
、
消
火
器
や
消
火
栓
に
よ
る

初
期
消
火
活
動
し
か
で
き
な
い

と
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
、
機
能
別
消
防
団
の
設

置
を
検
討
し
、
ポ
ン
プ
に
よ
る

消
火
活
動
を
強
化
し
て
い
き
た

い
。

八
鍬
　
信
一 

議
員

問
１　

8
月
8
日
発
生
し
た
滝

の
沢
地
区
の
火
災
に
つ
い
て
は
、

発
生
時
に
地
元
の
団
員
が
揃
わ

な
く
て
消
火
活
動
が
遅
れ
た
と

の
話
を
聞
い
て
い
る
。

　

私
も
、
防
災
無
線
と
メ
ー
ル

通
知
に
よ
り
す
ぐ
現
場
に
駆
け

付
け
た
が
、
２
階
部
分
は
完
全

に
焼
け
落
ち
、
初
期
消
火
が
も

っ
と
早
く
行
わ
れ
て
い
れ
ば
全

焼
し
な
く
て
済
ん
だ
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
た
。

　

近
年
、団
員
の
ほ
と
ん
ど
は
村

外
の
会
社
勤
め
が
多
く
集
合
人

員
が
揃
わ
ず
、
消
火
活
動
の
定

員
に
満
た
な
い
こ
と
か
ら
出
動

も
遅
れ
て
し
ま
う
傾
向
に
あ
る
。

　

規
定
で
は
、
４
名
の
団
員
が

揃
わ
な
い
と
出
動
で
き
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
２
・
３

人
集
ま
れ
ば
出
動
し
、
他
分
団

員
と
連
携
で
消
火
活
動
を
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

答
１　

積
載
車
の
出
動
に
つ
い

て
は
、
消
防
団
幹
部
会
で
検
討

し
て
お
り
４
名
が
基
本
人
員
で

は
あ
る
が
「
分
団
長
判
断
で
揃

わ
な
く
て
も
出
動
で
き
る
こ
と

を
確
認
し
た
」
と
の
報
告
を
受

け
て
い
る
。

　

ま
た
、
常
備
消
防
の
よ
う
な

体
制
は
確
保
で
き
な
い
が
、
自

初
期
消
火
活
動
の
あ
り
方
は
？

村
長  

機
能
別
消
防
団
の
新
規
創
設
検
討

「
機
能
別
消
防
団
員
」

能
力
や
事
情
に
応
じ
て
特

定
の
活
動
に
の
み
参
加
す

る
消
防
団
員
の
事
で
、
災

害
種
別
に
の
み
活
動
す
る
。

（
例
え
ば
、
退
団
さ
れ
た

消
防
団
員
等
の
方
が
、
新

た
に
消
防
団
に
入
団
し
、

火
災
や
災
害
種
別
な
ど
特

定
の
活
動
が
出
来
る
よ
う

に
創
設
す
る
も
の
で
す
。）

防災訓練放水
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新
庄
市
の
農
業
大
学
校
が

農
林
大
学
校
へ
変
わ
っ
て
２

年
目
。

　

私
が
生
業
と
し
て
い
る
林

地
に
林
業
学
科
の
２
年
生
が
授
業
に
訪

れ
る
こ
と
、
今
年
３
回
。
前
日
か
ら
準

備
し
１５
名
の
学
生
一
人
一
人
に
機
械
の

操
作
を
指
導
。
去
年
の
あ
ど
け
な
い
表

情
と
は
別
の
大
人
の
雰
囲
気
。
す
で
に

就
職
先
内
定
の
学
生
も
い
て
、
意
気
込

み
が
違
う
。
林
業
衰
退
と
言
わ
れ
て
久

し
い
林
地
の
空
間
に
若
い
声
が
こ
だ
ま

す
る
。
若
い
広
場
だ
。
赤
坂
の
す
ず
ふ

り
亭
の
裏
の
広
場
だ
。

　

高
性
能
林
業
機
械
の
お
か
げ
で
、
大

変
な
山
の
作
業
も
大
き
く
様
変
わ
り
。

機
械
を
自
在
に
操
作
す
る
若
い
世
代
が
、

こ
れ
か
ら
知
識
と
経
験
を
積
み
林
業
の

中
心
に
な
る
こ
と
を
想
像
す
る
と
、
う

れ
し
く
て
た
ま
ら
な
い
。

　

指
導
に
熱
が
入
り
す
ぎ
、
最
後
は
声

が
か
す
れ
て
ぐ
っ
た
り
。
こ
ん
な
に
大

変
で
楽
し
い
思
い
は
初
め
て
の
よ
う
な
。

が
ん
ば
れ
、
若
者

（
矢
口　

智　

記
）

村議会の紹介コーナー №9

　大蔵村議会の次期改選は平成31年４月。現在は10名の定数ですが、定数削減や議員報酬削
減を考えるべきとの意見もいただき、検討を重ねているところです。
　今年の春、議員のなり手不足に悩む高知県大川村で『村議会』を廃止して「町村総会」設置
を検討するとの報道があり、改めて「議会とは？」と考えています。
　議会が年間を通じて審議する、予算・決算、条例の改正、事業の可否、人事案件等のすべてを「議
会」に代わり村民が参加する「町村総会」で審議するという話です。(町村総会の開催は現段階
では困難との総務省見解)
　人口400人の大川村と単純に比較できませんが、「議員のなり手不足」＝
「議会の消滅」という問題は他人事と言えず、「定数や報酬の削減」を考え
る前に、「議会の存在意義」そのものを改めて検討しなければと考えています。
　皆様のご意見をお聞かせください。

今回は「議会の存在意義」 村議会 → 村総会？

今年も【議会報告会】を開催します
平成29年11月15日～17日を予定。ぜひご参加を！

詳しくは、地区代表を通じてお知らせいたします。

　　　　　東西約16キロ、南北約9キロの険しい山地に16の集落が点在。1960年に
4,100人だった村の人口が、四国最大規模の早明浦ダムが建設され中心集落が水没。そ
の後主産業の鉱山も閉山し衰退が加速。今年4月で人口約400人。
　2003年の合併構想は、隣町が反対多数で頓挫。
　現在の議員数6人、平均年齢は約71歳。村の予算は約20億、村職員は21名。

高知県大川
村

委
員
長　

矢　

口　
　
　

智

副
委
員
長　

早　

坂　

民　

奈

委　
　

員　

佐　

藤　
　
　

勝

委　
　

員　

佐　

藤　

雅　

之

議会広報調査
特別委員会

後書き


